
別紙様式１ 

埼玉県立川越女子高等学校 基礎枠 

指定第Ⅳ期目 ０４～０８ 

❶令和６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 ① 研究開発課題  

真の探Ｑ者 未来に翔ける川女ＷＩＮＧ 

～世界に羽ばたくゼネラリストと、スペシャリストの育成～ 

 ② 研究開発の概要  

教科間連携、課題研究の充実、大学・研究機関との連携、理数関係プログラム、国際交流の実践

を通じ、総合的視野を持ち、未来を拓く文理融合型の人材であるゼネラリスト育成に加え、探究活

動により科学的思考力や判断力を身に付けたスペシャリスト育成にも重点を置いた研究開発を行

う。これまでのＳＳＨ事業で得られた成果を、マニュアルの作成や研修会の実施によって地域の小

中高校へ普及することで科学教育力の発展に寄与する。ＳＳＨ卒業生の人材バンクをつくり、ネッ

トワーク化し、課題研究の指導や、研究機関・企業就職者によるパネルディスカッションを行うこ

とで、理数系キャリアのロールモデルを示し、高大接続にも活用する。 

研究テーマ１ ゼネラリストの育成 

研究テーマ２ スペシャリストの育成 

研究テーマ３ ネットワーク化・成果の普及 

研究テーマ４ 国際理解・国際交流 

研究テーマ５ ＳＳＨ・ＯＧの活用 

 ③ 令和６年度実施規模  

事業により、２つの実施規模がある。 

①全校生徒（1,067 名）を対象に希望制 SSH プログラム 

②１,２年生全員、３年生理系選択者（合計 874 名）を対象に学校設定科目 

 

＊（ ）内は 

理系選択者数 

 

課 程 学 科 
第１学年 第２学年 第３学年 計(名) 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 359 9 358 9 
350 

(157) 
9 1067 27 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第 １

年次 

上記の研究テーマ１～５を実施。各 SSH 事業について、川女ＷＩＮＧラーニングコンパ

スを用いて振り返りを行い、より効果的な評価を行うことができるようになった。ゼネラ

リストの育成として、１学年の全員課題研究および２学年の修学旅行課題研究のそれぞれ

について指導内容をマニュアル化し「ハンドブック」を作成した。これらの課題研究にお

けるポスター作製は Google Workspace を用いたものにし、ＩＣＴを用いた共同作業を促

した。スペシャリストの育成としては、第Ⅲ期の最終年度で行いはじめたＳＳＨミーティ

ングで行う内容の精選を行った。ＳＳＨ卒業生の活用のための、リスト化をおこなった。

普及に向け、準備を行った初年度となった。 

第 ２

年次 

上記の研究テーマ１～５を実施。埼玉県環境科学国際センターとの協力を進めるなど、

他機関との連携を充実させることができた。ＳＳＨミーティングのハンドブックを新たに

作成して運用を行い、より効果的に取り組みを行うことができた。埼玉県の理数系の探究

の取り組みの実践例として、課題研究における本校のルーブリックが紹介されるなど、普

及につながる活動も行った。 

第 ３ 研究テーマ１ ゼネラリストの育成 



年次  １，２年生の総合的な探究の時間での全員課題研究では、第Ⅳ期で作成してきたマニュ

アルをもとに実施し、内容の改善を図った。第Ⅲ期までに構築してきた教科間連携や授業

公開も継続的に実施を行っている。授業公開では６科目の授業で他校や管理機関等に公開

し、テーマを掲げてそれぞれ工夫をした授業を行っている。 

研究テーマ２ スペシャリストの育成 

１年生ＳＳＨクラスでは１年の総探の時間に探究のプロセスである仮説・検証・考察す

る手法を学んだ。２年生ＳＳＨクラス「科学研究」の授業では１年間を４つの期間に区切

り、物理分野、科学技術分野、生物・化学分野、地学分野の課題研究を行った。ＳＳＨク

ラスの生徒は３年間継続した課題研究を実施した。今年度では民間企業等との連携授業の

機会も複数設けることができ、実社会の中で科学がどのような役割を果たしているかを実

践的に考える機会を設けることができた。 

研究テーマ３ ネットワーク化・成果の普及 

川越市内５つの高校合同行事である「冬休み科学教室」を行った。川越市内外の小中学

生や保護者が多く参加しているとともに、各校で情報共有を行うことのできる機会となっ

ている。関東１都４県のＳＳＨ指定女子高校等の連携では、８月に研究交流会、３月に研

究発表会をお茶の水女子大学で行った。これまで、１年生全員課題研究、２年生修学旅行

課題研究、課題研究としてのＳＳＨミーティングのそれぞれ３つのハンドブックを本校独

自で開発してきた。この開発教材の普及活動として、ホームページにも記載するとともに、

県内外の２０校以上に配布することができた。本校職員対象の「ＳＳＨミニ研修会」を行

い、ＳＳＨの事業内容、予算の使い道などについて共通理解を図った。新転任者に対して

も、教科間連携を含めて本校で行っているＳＳＨの事業を理解していただき、学校全体で

ＳＳＨを進めていくことができるような体制を整えている。 

研究テーマ４ 国際理解・国際交流 

英語によるプレゼンテーション能力向上を目的に、英語プレゼンテーション講座を実施

した。世界で活躍する若手研究者によるサイエンスダイアログ（外国人研究者による英語

の講演）を２年科学研究の授業内で実施した。海外研修を実施し、オーストラリア独特の

植生、動物などを研修した。今年度の新規事業として、PDA 協会による英語ディベート、

Inspire High によるオンラインを通じた国内外の同年代との意見交換に努めた。 

研究テーマ５ ＳＳＨ・ＯＧの活用 

卒業生バンク（データベース）をつくることでＳＳＨ卒業生をネットワーク化し、課題

研究の指導や、研究機関・企業就職者を本校生徒のロールモデルとできるように情報発信

を行うための準備をした。第２回ＳＳＨ生徒課題研究発表会・成果発表会に招待すること

ができ、来年度以降、課題研究や講演などを行っていただくなど、ロールモデルとして生

徒たちが具体的な将来像を掲げられるような機会を設けていきたい。 

第 ４

年次 

上記の研究テーマ１～５を実施。特に、第Ⅳ期の主要な課題である、ネットワーク化、

成果の普及について、事業内容の充実を図り、地域との連携を深める。ＳＳＨに関わるＯ

Ｇにロールモデルとして生徒と関わる機会を創出する。 

第 ５

年次 

上記の研究テーマ１～５を実施。第Ⅳ期の総括を行い、事業内容の精選を行い、ＳＳＨ

指定期間を通しての学校全体の成果と課題を明らかにし、ＳＳＨ事業で培われた成果をも

とに、持続可能な川女ＳＳＨの在り方を確立していく。 

○教育課程上の特例 

開設する科目名 単位数 代替科目名 単位数 対象 

ＳＳ生命科学Ⅰ ３ 生物基礎 ２ 第１学年 生物の指導内容一部を含む 

ＳＳ生命科学Ⅱ ５ 生物 ４ 第３学年理系選択者のうち生物選択者 

ＳＳ保健 ２ 保健 ２ 第１学年１単位、第２学年１単位 



ＳＳ化学Ⅰ ３ 化学基礎 ２ 第２学年  化学の指導内容一部を含む 

ＳＳ化学Ⅱ ５ 化学 ４ 第３学年理系選択者 

科学研究 ２   第２学年ＳＳＨクラス 課題研究を実施 

○令和６年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

 令和６年度の教育課程表を❸関係資料に示したとおり、今年度の学校設定科目は１学年「ＳＳ

保健」「ＳＳ生命科学Ⅰ」、２学年「ＳＳ保健」「ＳＳ化学Ⅰ」「科学研究」、３学年「ＳＳ化

学Ⅱ」「ＳＳ生命科学Ⅱ」の６科目である。（ＳＳ保健は１，２年次分割履修） 

○具体的な研究事項・活動内容 

研究テーマ１ ゼネラリストの育成 

(1)教科間連携授業  

各教科・科目で教科間の連携を実施している。ＴＴ（チームティーチング）など、連携の形を３

つに分類して提示し、すべての教員が取り組んでいる。 

全教科（理科、数学、情報、英語、国語、地歴公民、体育/芸術/家庭）の公開授業を、本校を会

場として開催し、教育関係者にも公開した。「主体的、対話的で深い学び」「教科間連携」「ＩＣ

Ｔ機器の活用」「アクティブ・ラーニング」のいずれかをテーマとして授業を行っている。他校の

先生や管理機関から１７名の見学者が参加し、うち５名が協議会に参加した。 

(2)主体的対話的な深い学びを推進 

 埼玉県教育委員会｢未来を拓く学びプロジェクト｣推進指定を受け、ジグソー法、ＮＩＥを取り入

れた授業、グループ学習、学びあいなどの様々な手法で授業を展開。加えて、ＩＣＴ機器を活用し

た授業を開発。総合的な探究の時間で行われる課題研究では Google Classroom を活用し、班で 1

つのスライド、ドキュメントを共同編集し作成した。 

(3)１，２学年「総合的な探究の時間」での課題研究 

 ＳＳＨクラス以外の普通クラスでは９月から３月にかけて課題研究を実施した。クラスごとに総

探学習係を決め、係生徒の指示で活動を進められる体制を作り、活動に必要なプリントをまとめ「全

員課題研究ハンドブック」として配布した。１学年では、「科学的か」を重視し、実験・アンケー

ト調査・文献調査を用いて探究活動をした。ＳＳＨクラスでは前期はカイコの飼育観察、後期は物

理・化学・生物・地学分野に分かれて各自が実験を計画し探究活動を行った。研究をまとめてポス

ターを作成、３月には１学年全体で発表会を行った。２学年では、修学旅行で訪れる地域を基に、

リサーチクエスチョンを立て、事前調査やその仮説を立てるとともに、修学旅行当日で実地調査を

行うことのできるよう、探究活動を行った。こうした課題研究については、ハンドブックを基に、

生徒自ら運営を行っている。 

(4)希望制ＳＳＨプログラム ・出張講義  

６回実施を行った。企業や大学を含めた研究機関と連携して行った。・校外研修活動等は臨海実

習、科学博物館研修、日本科学未来館を実施した。・サイエンス教室 ４講座を実施した。物理（放

射線の基礎）、化学（顔料と染料のインクの違い）、生物（カエルの解剖）、地学（気象について）。 

研究テーマ２ スペシャリストの育成 

(5)１年ＳＳＨクラス総合的な探究の時間での課題研究の実施 

 前期はカイコの飼育観察、後期は物理、化学、生物、地学分野に分かれて実験を行い、探究のプ

ロセスである仮説・検証（実験）・考察する手法を学んだ。 

(6)「科学研究」での課題研究の実施 

 ２年生ＳＳＨクラス「科学研究」の授業では１年間に４つの課題研究：物理分野（実験データ処

理、口頭発表）、科学技術分野（自分たちで考えた社会課題解決に向けた提案、口頭発表）、生物

・化学分野（実験データ処理、ポスター発表）、地学分野（実験データ処理、レポート提出）を行

った。 

(7)ＳＳＨクラス生徒による課題研究 



 授業外に行う３年間を通じた課題研究を、1 年生１６名、２年生１２名、３年生１１名が行った。

本校だけでなく、大学機関の研究プログラムにも参加している生徒もいる。 

(8)ＳＳＨミーティングの定期的な開催 

 よりよい課題研究を行うため、週に１度を目安にＳＳＨミーティングを行った。研究手法やそれ

ぞれの研究計画を確認するとともに、課題研究を行う生徒どうしでそれぞれの進捗状況を確認する

ことで、互いに刺激をされながら課題研究を進めることができていた。 

研究テーマ３ ネットワーク化・成果の普及 

(9)高大接続、研究所・企業等との連携  

・お茶の水女子大学、京都工芸繊維大学、京都大学、日本薬科大学、東京農工大学、横浜国立大学、

埼玉大学と連携したプログラムを実施した。 

・ＳＳＨ経験高校を含めた関東の女子７高校で交流を行い、京都大学やお茶の水女子大学での実習

や研究の交流を行い、互いに研鑽に努めている。 

・高エネルギー加速器研究機構、本田技術研究所と出張講義で連携。 

・日本学術振興会と英語による出張講義（サイエンスダイアログ）で連携 

(10)小中連携事業 わくわく科学教室・冬休み科学教室 

 高校生が小中学生に行う実験教室を実施。川越市内の小中学生を対象に事前予約制で募集。小中

学生４５０名前後が参加し、保護者を含めると８００名以上の参加があった。 

(11)科学の甲子園埼玉県予選 

 ２年生ＳＳＨクラスから２チーム（１２名）出場。 

(12)関東近県ＳＳＨ指定校合同発表会 

 課題研究班からは３件、他に生物部が口頭発表とポスター発表で参加した。 

(13)科学系部活動の活性化 

 地球天文部は、天体観測を校内公開（冬期毎週水曜日、５回実施）するとともに、小中学校で

の科学教室を行っている。生物部は県内公立高校 10 校の生物部合同外来生物調査団「チームアラ

イグマ」の活動を継続、外来生物であるカワリヌマエビの調査研究活動を続けている。この他、キ

ンギョソウを用いた花粉の実験を行った。日本生態学会で高校生ポスター発表を行った。経年での

取り組みが評価され、各メディアに取り上げられるとともに、彩の国埼玉環境大賞の優秀賞を埼玉

県知事から受賞した。また、リボサボアワード２０２４にも表彰された。 

(14)川女ＳＳＨマニュアルの作成 

 第Ⅳ期初年度から行い続け、ほとんどすべての行事でマニュアルをつくることができた。これ

により、引き継ぎをスムーズに行いやすいものとなった。 

(15)課題研究プロセスのハンドブックの作成 

 第Ⅳ期で作成してきた１学年全員課題研究、２学年修学旅行課題研究、課外活動での課題研究

を進めるためのＳＳＨミーティングのそれぞれでハンドブックを作成し、データ化した。 

研究テーマ４ 国際理解・国際交流 

(16)国際理解・国際交流行事 

 ６月に英語プレゼンテーション講座（２回、参加生徒６８名）を埼玉医大の Chad Godfrey 先生

を講師に迎えて実施した。サイエンスダイアログ（外国人研究者による英語の講演）を２年ＳＳＨ

クラスの授業内で行った（３６名参加）。ＳＳＨオーストラリア海外研修に８月５日～１０日に生

徒１５名を対象に実施した。今年度においては、以前、訪れたことのあったオーストラリアの現地

高校であるブンダンバ高校に訪れ、現地の科学の授業を受講するとともに、オーストラリアと日本

の文化や環境の違いなどを意見交換するなど、交流を行いながら国の違いにおける科学の知見を深

めていった。 

(17)新規事業として英語ディベート・オンラインプログラムの実施 

 英語を通じた知見や経験をより確実なものとするため、PDA 英語ディベート協会に登録すると

ともに、オンラインで英語による世界の授業を受講し日本中の高校生と意見交換をすることのでき



る InspireHigh に登録を行った。 

研究テーマ５ ＳＳＨ・ＯＧの活用 

(18)卒業生バンク（データベース）をつくることでＳＳＨ卒業生をネットワーク化 

 ＳＳＨクラスの卒業生全員の３１３名に文書を郵送して協力を依頼し、リストを作成した。これ

までに１５％（４６名）の卒業生から返信があった。なお、第Ⅳ期からは、在学中に連絡先の確認

をしている。全校講演会や学校案内の作成に協力をいただいた。課題研究の指導や、研究機関・企

業就職者によるパネルディスカッションを行うための計画を行った。２月に行われた今年度第２回

ＳＳＨ生徒課題研究発表会・成果発表会に招待することができ、来年度以降に生徒のロールモデル

として活躍していただけるよう、機会を創出していきたい。 

(19)卒業生座談会の実施 

 ＳＳＨクラスを含め、各大学に進学した卒業生たちを本校に呼び、生徒たちに対して座談会を実

施した。大学で学んでいる内容や日常を知る機会ともなり、卒業後の活躍の様子を把握する機会と

することができた。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

１ 教科間連携とアクティブ・ラーニングに

より生徒の主体的に学ぶ力（学習意欲・学習

理解）が向上した 

 今年度も昨年度に引き続き、連携の形を３

つ（ア 連携相手を授業時間に招き、チーム

・ティーチング（TT）を行う。イ 連携相手

に教材内容に関するレクチャーをしてもら

い、自分の授業の中に取り入れる。ウ 連携

を考える教科を授業者が意識し、教科横断的

に自分の授業の中に取り入れる。）提示し、そのどれにあたるかを記入してもらい、連携を実施

した。報告のあった連携の件数は５２件であり、昨年度（５１件）と同程度であった。生徒全員

アンケート(図 1)によると、１年生の７６%、２年生の８２%で学習意欲が高まり、１年生の７７%、

２年生の８３%でが学習理解が深まったと答えた。1 年生の８４%が今後も続けて欲しいと考えて

いる。教員アンケートの結果では８３%（昨年は７１%）が「授業において教科・科目を超えた連

携を重視した、やや重視した」と答え、保護者アンケートでは８８%（昨年度７９%）が「アクテ

ィブ・ラーニングを取り入れた授業は学力の向上に有効である」と答えた。アクティブラーニン

グの重要性がより高まる中で、確かな実践が行えているのではないかと感じている。 

 

２ 課題研究の充実により、主体的に学ぶ力が向上した 

課題研究 １年生 ２年生 ３年生 

ＳＳＨクラス 総合的な探究の時間 

１単位 

総合的な探究の時間 

１単位 

科学研究 ２単位 ＳＳＨクラス 

生徒の課題研究 普通クラス  

(1)１，２年生普通クラス全生徒対象の課題研究 

 １年生ではＳＳＨクラス以外の全生徒が９月

から３月にかけて全員課題研究を実施した。全員

課題研究では、自分たちでテーマを設定し科学的

に探究を行い、ポスター発表・口頭発表をする。

それぞれのテーマに最も近い教科の教員に担当

してもらうため、全ての教員がサポートしてい

る。この他に、全クラスが総合的な探究の時間に

「文化レポート」の作成を行い、発表した。１年



生全員アンケートの結果は図２のとおりである、課題研究により主体的に学ぶ力が高まった。ま

た、事後アンケートからも、問いを立てること、分析していくことなどの大変さとやりがいを感

じている記述もあり、研究活動を探究していく過程を経験させられたのではと感じている。 

２年生の全員課題研究は４月から修学旅行の事前学習として、「リサーチクエスチョン（訪れ

る地域の文化・歴史・産業・建築・工学・地理・交通・自然などに関するテーマをもとに社会貢

献や学術貢献となる問）」を立て、課題研究を行い、口頭発表を実施した。 

(2)ＳＳＨクラスの課題研究  

ＳＳＨクラスでは１年生は総合的な探究

の時間の一部で、２年生は学校設定科目「科

学研究」の時間にグループごとに課題研究を

行った。１年前期は、カイコの飼育観察を体

験し、データ解析、エクセルの使い方、レポ

ートの作成方法について学んだ。一人一部の

研究レポートを作成しており、全員が研究プ

ロセスを探究している。後期には物化生地の

各分野で簡単な実験を計画し、探究のプロセ

スである仮説・検証・考察する手法を通して、

課題研究の基礎的な能力の育成を行った。 

２年生の科学研究では、物理分野、社会課

題解決分野、生物・化学分野、地学分野のそ

れぞれで期間ごとに課題研究を行った。第１

クールの物理分野（自由落下と終端速度）で

は、班ごとに研究テーマの問いを立て、実験

をしてデータ分析をしてプレゼン発表を行

った。第２クールの社会課題解決分野では、

SDGs17 の目標の中で解決したい分野が似て

いる生徒でグループを組み、課題解決のため

のアイデアを出し合い、スライドにまとめて

発表した。作成をしたスライドについて、

SDGs Quest 未来甲子園（埼玉県大会）にエン

トリーし、受賞をすることができた。第３ク

ールでは、研究能力を身に付けることを目標

に、生物・化学分野において自分たちで問を立て課題研究を行い、ポスター発表を行った。デー

タ分析を基に研究活動をすることができるよう、事前学習として数学教諭にデータ分析手法や論

拠の示し方を講義してもらい、これらを生かしながら研究活動を行った。第４クールにおいては、

地学分野（水中における沈降速度）として実験を自分たちで構築し、これまで培ったデータ分析

をして、個人レポートの作成を行った。これら課題研究の他にも、民間企業の方に最新科学が日

常生活の製品にどのように活用されているかのサイエンス講義の実施、中国国籍の若手研究者か

ら英語で研究講義をいただくサイエンスダイアログ、他クラスの希望者と含めて日本科学未来館

に訪れたサイエンスツアーなど、世界の中でどのように科学が役割を果たしているのか、さまざ

まな機会を設けた。 

 生徒アンケートにおいては、１年生、２年生ともに学習意欲や課題設定能力の項目に関して高

い自己評価をしており、十分効果があったと考えられる。 

(3)ＳＳＨクラス生徒の課題研究 

 ＳＳＨクラスには部活動と同様な形で、３年間一貫した研究テーマを持ち、授業だけでなく放

課後にも課題研究を行う生徒がいる。今年度は３年生１１名が７研究（物理 1、化学１、生物３、



情報１）、２年生１２名が８研究（化学３、生物４、地学１）、１年生１６名が８研究（物理２、

化学４、生物２）を実施した。２年生の課題研究は１０月の「日本学生科学賞および全国高等学

校総合文化祭埼玉県代表作品選考会」に研究論文の形で出品し、１年生は２月に校内で行われた

ＳＳＨ生徒課題研究発表会でポスター発表を行った。他にも、各々の班が、地理学会のポスター

発表、奈良大学主催の歴史フォーラム、埼玉県教育委員会主催の探究活動研究発表会、京都大学

ポスターセッション、関東近県ＳＳＨ合同発表会のそれぞれに発表を行っている。 

ＳＳＨミーティング（ＳＳＨクラスの生徒対象の週１回程度放課後に実施するミーティング）

では、課題研究を行ううえでの、科学的思考力と探究力を向上させるための独自のプログラムを

実施している。第Ⅳ期より継続的に行っており、ハンドブックを作成して、体系的に行うことが

できるようになった。第Ⅲ期までと比較しても課題研究のレベルが高まっており、より確かなも

のとしていきたい。普段あまり関わる機会のない学年の異なるＳＳＨクラスの生徒たち同士の交

流や学びあいの場としても機能している。 

(4)２年生全員アンケート結果 

 図３にあるように、「２年間で身につく力」で、「そう思う」と肯定的な回答をした生徒は、

すべての項目で普通クラスよりＳＳＨクラスの方が多くなっていた。特に、未知のことに対する

興味、問題発見能力、知らないことを調べる姿勢など８つの項目でＳＳＨクラスの方が５ポイン

ト以上上回っていた。総合的な探究の時間における科学研究、学校設定科目の科学研究があるＳ

ＳＨクラスのカリキュラムは、普通クラスよりもスペシャリスト育成に有効である。 

(5)教員アンケート(ｎ＝４７)結果 

 「教科間連携を重視した」という項目で８３%の教員が答え、「課題研究は科学的思考能力・プ

レゼンテーション能力向上に役立った」と７５%の教員が答えた。全員課題研究や教科間連携など、

学校全体でＳＳＨの活動を行えている。 

 

３ 高大接続及び大学・研究所・産業界等との連携プログラムは、主体的に学ぶ力（満足度・理

解度）と向学心、科学的思考能力が向上し、自己の進路実現へとつながった 

表１ 大学・研究所・産業界との連携   

高大接続協定 お茶の水女子大学 日本薬科大学 京都大学   

ＧＳＣ 埼玉大学 埼玉大学 
 

  

課題研究指導 
埼玉県環境科学国際

センター 
京都繊維工芸大学  

 
  

研究室体験・実習 
お茶の水女子大学 京都大学 東京農工大学 

日本薬科大学 

（年３回） 

埼玉大学    

出張講義 
横浜国立大学 

高エネルギー加速器

研究機構 
本田技術研究所  

日本学術振興会 京都繊維工芸大学 埼玉大学   

 大学・研究所・産業界・博物館との連携行事は、１４回（出張講義６回、大学研修６回、実地

研修２回）実施することができた。希望者参加のＳＳＨプログラム参加者アンケート（４段階評

価)の平均値は、3.3 だった。令和５年度卒業生の現役理系進学者は１３０名で、卒業生に対する

現役理系進学者の比率は、３７%であり昨年度と同程度であった。現３年生の理系希望者は４４%、

現３年生は４３%となっており、３年次９クラス中４クラスが理系クラスとなることが定着してい

る。また、浪人生の理系進学者は１９名であり、うち１０名が国公立大、さらにうち１名が国立

大学医学部に進学するなど、最後まで自分の志望を貫いて進学する者が多かった。ＳＳＨ行事に

１回以上参加した生徒は１年生で３２％（昨年度３４%）、２年生で２９％（昨年度３０%）だっ

た。１年生で参加した生徒のうち８８％が２年生でも再び参加したいと回答し、６３%の生徒がＳ



ＳＨ行事の取り組みで進路選択に影響したと回答している。このことから参加を迷っている生徒

には積極的に参加を呼びかけることが重要だと思われる。 

 

４ ＳＳＨ学校設定科目と全校生徒対象のＳＳＨプログラム（サイエンス教室）実施によって、 

科学的興味・関心及び科学的思考力が向上した   

(1)ＳＳ学校設定科目 

 授業評価アンケート（１,２年生全員対象４段階評価）の評価（一部抜粋）は、おおむね３以上

の評価をつけており、生徒自身意識して授業に取り組めていることがわかる。 

表２ 授業アンケート結果(４段階評価) 

 ＳＳ 

生命 

科学Ⅰ 

ＳＳ 

生命 

科学Ⅱ 

ＳＳ 

化学Ⅰ 

ＳＳ 

化学Ⅱ 

ＳＳ 

保健 

(１年次) 

ＳＳ 

保健 

(２年次) 

科学 

研究 

生徒の取組状況 3.5 3.5 3.2 3.5 3.3 3.5 3.6 

授業展開 3.6 3.4 3.2 3.7 3.6 3.7 3.6 

授業のわかりやすさ 3.6 3.3 3.1 3.8 3.6 3.7 3.7 

(2)サイエンス教室 

 本校教員が通常の授業ではできない発展的な実験を行うサイエンス教室は物理、化学、生物、

地学で１回ずつ、計４回実施した。参加者数は平均２２名、アンケート(４段階評価、４つの項目

の平均)は、4.0 点満点で 3.2 と、高い評価であった。 

 

５ オーストラリア海外研修、英語プレゼンテーション講座、サイエンスダイアログにより、国

際理解・コミュニケーション能力が向上した 

(1)オーストラリア海外研修 

 ８月５日から１０日の日程で実施した。１，２年生合わせて６３名が申込し、１５名を選抜し

た。事前学習を通じてオーストラリアの環境についての知識を身に付けたうえで研修を実施した。

今年度は新たに、現地高校のブンダンバ高校に１日訪れ、科学や文化を通したプレゼン発表を互

いにするとともに、オーストラリアの科学の授業を受けるなど、国際理解・コミュニケーション

力の向上につなげることのできるプログラムを構築することができた。国立公園や動物病院、ク

イーンズランド博物館などでの研修を通し、科学研究への関心意欲が増した（どの研修において

も 3.6 以上の評価（4.0 点満点））。また、国際理解・コミュニケーション力の向上においても、

全ての研修で 3.5 以上の評価があり、十分な効果があった。 

(2)英語プレゼンテーション講座 

 ６月に２回実施。英語プレゼンテーション指導の専門家である埼玉医科大学国際交流センター

・教養教育部門の Chad Godfrey 准教授による講義を実施した。本校生徒の実態に合わせ、１回目

はプレゼンテーションに必要な技術、良いプレゼンテーションとはどのようなものか、内容の組

み立て方など基本的な内容を学び、２回目には実際に人前でプレゼンテーションを行った。今年

は６８名の参加があり、他のＳＳＨ行事と比較しても多くの参加があった。ＳＳＨ担当者に加え

英語科教員等が本講座のサポートに入り学校全体で協力して実施した。生徒が実際に前に出てプ

レゼンテーションを行う参加型の研修であることもあり、生徒にとって充実した講座となった。

また、こうした英語プログラムに参加しようとする生徒の増加や生徒アンケートからの生徒の要

望から、来年度、国内留学のようなプログラムを企画できるようにしている。 

 

６ ネットワーク化、成果の普及に係る様々な取組みによって、ＳＳＨ事業活性化に必要な生徒

の変容がみられた 

(1)冬休み科学教室 

 川越市内の県立高校５校合同で運営している。今年度は参加小・中学生と保護者の人数制限を



なくして実施を行い、小中学生４５０人前後、保護者を含めると８００人前後の参加があった。

小中学生には大変好評で（来場者アンケート結果によると、参加した小中学生の１００％が楽し

かった、ほぼ１００%が理科に興味を持ち、高校生の説明は分かりやすかったと回答）、本校生徒

にとっても科学を説明するという過程で、科学の理解を深める機会となるとともに、プレゼンテ

ーション能力の向上の場となった。また、今年度はＳＳＨクラスの生徒に加えてＳＳＨクラス以

外のクラスからも２０名前後の生徒が参加し、より多くの生徒が発表する機会となった。 

(2)その他の活性化にかかわる普及の取組  

①第７５回埼玉県科学教育振興展覧会および全国高等学校総合文化祭推薦校選考会に８件（２年

ＳＳＨクラス６件、生物部から２件）参加し、生物部の発表２件が二次審査に進み優良賞を受賞。 

②令和６年３月「関東近県ＳＳＨ指定校合同発表会｣に３件のポスター発表で参加した。 

③科学の甲子園埼玉県大会に２チーム１２名が出場した。 

④７月に実施した臨海実習では、実施報告書を作成した。事前学習の内容、生徒が実習で学んだ

内容のレポート、実習での感想をまとめ、次回臨海実習を行う際にも参考になるような内容のも

のとした。ＳＳＨ事業のマニュアル化の一環として、他の学校の参考にもなるように意識して作

成した。 

⑤科学系部活動による活性化 ＜地球天文部＞学校での定期天体観測、本校生徒対象観望会を年

５回実施。（雨天時はＶＲを用いた企画を実施）＜生物部＞埼玉県全域のアライグマの生息を爪

痕調査によって明らかにすることを目標に発足された、県内公立高校 10 校が外来生物問題を自主

的に考える「チームアライグマ」の活動を継続。この他、川越市内を流れる新河岸川でカワリヌ

マエビの生態調査を継続的に行っている。 

(3)作成ハンドブックの普及 

第Ⅳ期で作成してきた、１学年全員課題研究、２学年修学旅行課題研究、課題研究活動として

のＳＳＨミーティングの各ハンドブックをホームページに掲載するとともに、問い合わせのあっ

た学校などに配布した。埼玉県内外の高等学校や研究機関など、計２０箇所以上には配布を行う

ことができている。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

１ 全校体制でのＳＳＨ事業への取組み 

表３の教員アンケート結

果は全ての項目で 3.0 以上

と悪くない評価である（4.0

満点）。今年度は特に⑧外

部と連携し教育活動を行う

上で有効という項目で評価

が高かった。大学や民間企

業と協力を行い、多種多様

な希望制プログラムを行っ

ていることで、理解が広が

っているのではないかと考える。また、理系進学に対するよい影響として 3.5 であり、生徒たち

がＳＳＨのプログラムにより、自分の進路と結びつけていることが垣間見える。 

ＳＳＨ公開授業を今年度も実施し、外部の教育関係者に参加いただいた。事前に教科会で公開授

業の内容を検討し、当日は実施後に授業についての研究協議会を行うことで、教員の間で授業研

究に対する意識を高めることができた。 

 

２ 全員課題研究をさらに充実し、魅力あるＳＳＨプログラムを展開 

１年生と２年生の「全員課題研究」は、昨年度に引き続き総合的な探究の時間で行った。実施

表３ ＳＳＨ教員アンケート結果 R2 R3 R4 R5 R6 

①教科間連携重視したか 3.1 3.1 3.2 2.9 3.0 

②生徒が科学に対して興味関心増したか 3.3 3.4 3.5 3.4 3.5 

③生徒が科学に対して学習意欲増したか 3.3 3.3 3.5 3.1 3.4 

④理系進学によい影響 3.4 3.4 3.6 3.2 3.5 

⑤教員の指導力向上に役立つ 3.2 3.2 3.3 3.3 3.1 

⑥将来の科学技術系人材育成に役立つ 3.4 3.4 3.6 3.4 3.5 

⑦地域における学校教育の理解に有効 3.3 3.4 3.4 3.3 3.4 

⑧外部と連携し教育活動を行う上で有効 3.4 3.5 3.6 3.6 3.6 

⑨新たな取組の実施など学校運営改善に効果 3.1 3.1 3.3 3.1 3.0 

⑩全員課題研究 生徒の役に立った 3.2 3.2 3.3 3.1 3.0 

＊満点 4.0   ＊平均が 3.0 以下の項目を灰色にした 



にあたっては、総探学習係を作り、時間ごと

に行う内容を係の生徒が指示する形で進め

た。第Ⅳ期で作成したそれぞれの「課題探究

ハンドブック」を今年度も活用した。活動に

関することが具体的に書かれているため、総

探学習係の生徒の指示を助ける役割があっ

た。ポスター作成における生徒負担が考えら

れたため、今年度はクラス内発表会を１２月

下旬から２月上旬に変更した。結果として生

徒の負担感は減ったと見られる。全３回教員による進行状況の確認・指導を実施しているが、確

認の際に研究が進んでおらず指導が行き届かない、などの問題が生じている。研究手法が科学的

であることを意識してテーマ設定時から計画的に研究を進めさせることが課題である。３月には

ＳＳＨクラスの総探で行った課題研究と合わせて学年全体でポスター発表会を実施。今後も生徒

の探究能力、プレゼンテーション能力の向上を図りたい。 

図４のＳＳＨプログラム参加率は、平成３０年度を除けば平成２９年度からの７年間で少しず

つではあるが着実に増加している。ＳＳＨクラスの生徒は、ほぼ全員がＳＳＨ行事に参加してい

る。ＳＳＨクラス以外の生徒の参加率を高めることが今後の課題だといえる。また、１回でも参

加した１年生生徒のうち８８％は来年度もＳＳＨ行事に参加したいと回答しており、ＳＳＨ行事

に参加した生徒のうち６３％は自分の進路を考える上での参考になったと回答している。参加し

なかった１年生に理由を聞いたところ図５のような

結果になった。今年度、平日の放課後にプログラム

を実施したところ、参加者も多いものとなり、生徒

アンケートからも、こうした要望があった。参加率

を上げるべく、募集時の宣伝を内容が伝わりやすく

気軽に参加しやすいようにする、参加しやすい時期

に行事を設定する、などの工夫を行っていきたい。 

 

３ 課題研究の指導方法の改善  

ＳＳＨクラスは「科学技術系スペシャリスト」育成を目的としている。普通クラスに比べ、本

校ＳＳＨ事業で育成したい力が身についている(図３ ２年間で身についた力)。ＳＳＨクラスだ

けの学校設定科目である科学研究で年間を通して課題研究を行うことで探究手法や発表手法など

が身についている。ＳＳＨミーティングでの様々なプログラムを経験することにより、計画性や

科学的素養の深化が見られた。「ＳＳＨミーティングワークブック」を作成し、課題研究の指導

経験が少ない教員でも指導できるようにした。今後もＳＳＨミーティングワークブックを使用し、

教員間での指導ノウハウの共有、生徒に合わせたワークブックの改善をしていく必要がある。  

 

４ ネットワーク化・成果の普及、ＳＳＨ・ＯＧの活用 

今までの「行事報告」に代わるものとして、「マニュアル」を作成している。第Ⅳ期の３年間

でほぼ全ての事業についてマニュアルを作成した。準備から事後に行うこと、関係する連絡先ま

で、実施時期とともに記載内容を統一して作成し、担当者が代わっても、質を下げずに実施でき

るよう作成している。このマニュアルを実際に別の担当が使用し、改善をしていく必要がある。 

ＳＳＨクラス卒業生に連絡をとり「卒業生バンク」の作成を開始した。第２回ＳＳＨ生徒課題

研究発表会・成果発表会に招待することができた。今後、専門分野ごとにデータベース化し、生

徒の課題研究で助言を求める、大学や研究機関、企業との連携をさらに深めるなど、外部との連

携、協力を強化することで課題研究指導の充実を図りたい。 


